
第１章 民間ユネスコ運動誕生記 
 昭和２２年７月１９日、戦後の混乱した世相今だ定まらないこの日、仙台に世界で初めての民間ユネ

スコ運動を推進する組織「仙台ユネスコ協力会」が誕生した。 

 爾来今日まで民間ユネスコ運動は、日本はもとより世界中の恒久平和を希求する人々によって広めら

れ、今では日本に約３００、世界各国に約６，０００ものクラブが設立され、「ユネスコの理念を市民

の中に浸透していくためには、地域に根ざした自発的なクラブ活動がユネスコの最も重要なパ－トナ－

である」（ユネスコ松浦晃一郎事務局長）と高く評価されている。 

 仙台の地に民間ユネスコ運動の灯が点されて早や６０年、人間で言えば６０歳は還暦、新しい人生の

節目に当たる。今こそ「温故知新」創設時の先達の高邁な「平和への志」を学び、新たな民間ユネスコ

運動の指針を示し次の世代に引き継いでいくことが求められている。 

 社団法人仙台ユネスコ協会は、ここに創立６０周年を迎えるにあたり、改めて「仙台ユネスコ協力会」

が誕生した経緯と先達の足跡を辿り、今後のユネスコ運動のあるべき道を構築する糧としたい。  
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１１１１    ユネスコ協力會の構想ユネスコ協力會の構想ユネスコ協力會の構想ユネスコ協力會の構想    

  仙台ユネスコ協力会の初代事務局長、 

上田康一氏（外務省東北終戦連絡事務局連

絡官）は、昭和２１年１１月２５日付朝日

新聞で、第１回ユネスコ総会がパリで開催

されたという記事の中に、ユネスコ憲章の

前文「戦争は人の心の中で生まれるもので

あるから、人の心の中に平和のとりでを築

かなければならない」とあるのを読んで深

い感銘を覚えた。これが上田氏とユネスコ

との出会いであり、仙台に民間ユネスコ運

動が芽生えるきっかけとなったのである。 

（１）協力会の構想（１）協力会の構想（１）協力会の構想（１）協力会の構想    

  ユネスコのことを知った上田康一氏は、 

その後ひたすらユネスコの資料の収集に努 

め、ユネスコへの理解が深まるにつれて、 

ユネスコを多くの日本人に知らせ、理解さ 

せ、更にユネスコへの協力を進めるために 

は、強力な民衆運動を展開する必要がある 

と考えた。 

そのためには組織的な活動母体として

「ユネスコ協力会」というような団体の結成 

が必要との結論に達した。 

（２）設立準備（２）設立準備（２）設立準備（２）設立準備 

  昭和２２年５月になって上田康一氏は、 

ユネスコ協力会設立の具体的準備に入り、 

まず協力会規約の草案に取りかかった。 

また、設立準備委員と役員候補者は、東

北大学の学長や教授を中心に人選すること

になり、東北大学の土居光知教授（後に仙

台ユネスコ協力会第二代会長）に協力要請

を行い、快諾を得た。 

２２２２    設立準備委員会設立準備委員会設立準備委員会設立準備委員会    

 第１回設立準備委員会は、同年６月１６ 

日終戦連絡事務局において開催された。 

 役員人事の協議では、会長に東北大学総 

長佐武安太郎氏を推薦することとし、その 

他評議員、幹事の候補者を決定、また、発 

会式は７月１９日東北大学講堂で開催する 

ことが決定された。 

 以後設立準備委員会は、7月に３回開催 

され、特に７月１５日にはパリのユネスコ 

本部宛てに発会挨拶状を送付することが、 

決定され､一切の準備が完了し､７月１９日 

を迎えるばかりとなった。 

 （ここまでの経過については、上田康一氏

の著書『民間ユネスコ活動の始まり－ユネス

コと私－』を参考としたが、昭和２２年７月

１４日付『ユネスコ協力会会報第一号』には、 

「仙台ユネスコ協力会の設立経過」として、

次のように報告されている。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 また、『ユネスコ協力会会報第一号』で、「仙台ユネスコ協力会設立の主旨」を次のよう

に発表して、仙台市民に設立の主旨に賛同される方々の入会、参加を望む旨、呼びかけて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 上田康一氏がユネスコのことを知った昭和２１年１１月２５日付朝日新聞の記事 

 
 

 

 


